
令和７年度　学校評価報告書 【４段階評価】　Ａ：十分に達成できている状況，　　Ｂ：概ね達成できている状況，　　Ｃ：どちらかといえば達成できていない状況，　　Ｄ：ほとんど達成できていない状況

島根県立松江南高等学校 【肯定的評価（％）】＝わからない（実態が分からない）を除いた回答総数（①＋②＋③＋④）における肯定的意見（①＋②）の割合

【評価値】　アンケート（回答）　①そう思う（良い）⇒４点，　②大体そう思う（ほぼ良い）⇒３点，　③あまりそう思わない（あまり良くない）⇒２点，　④そう思わない（良くない）⇒１点，　⑤わからない（実態が分からない）

教職員 生 徒 保護者 教職員 生徒 保護者 評価 概評と改善策 評価 概評

学校業務運営
PTA活動

1
教職員は各分掌と連携し、学校全体の業務や組織
を円滑に運営できたか。

82.1 - 94.7 3.0 - 3.2 Ｂ
昨年度はPTA活動に関する評価であったが、今年度、教員対象は学校業務運営についての評価を求めた。一部教員の指摘のとおり、学校業務運営
は個々の分掌、個々の教員が従前どおりという認識でこなしているような現状である。行事は増えても、なかなか精選できていないように思われ
る。今後さらに分掌間の連携を深め、業務を精選し、組織として円滑に運営できるよう、努めていきたい。

生徒募集・入学
者選抜

2
教職員は、生徒募集・入学者選抜を積極的・主体
的に進めたか。

95.8 - - 3.2 - - Ｂ
学校案内作成、オープンハイスクール、中高説明会、探究科学科説明会などの生徒募集に係る業務と、特色選抜から始まる入学者選抜業務は、全
教職員に協力してもらい、概ね順調にできている。業務に関して周知不足が起きていることは反省し、改善していきたい。探究科学科の学級減も
あり、本校の魅力をさらに発信できるよう努めていきたい。

情報発信 3
教職員は本校教育活動に関して、積極的に情報発
信を行うことができたか。

88.9 - 81.2 3.1 - 3.0 Ｂ
管理職とも連携し、さくらメール等の情報発信は昨年度よりも改善している。保護者からは、部活動や行事の様子をホームページで更新してほし
いという期待の声があがっている。来年度に向けて、業務としてどのように工夫できるか検討していきたい。

主体的な学習活
動

4
教職員は、授業展開を工夫し、生徒が主体的に学
習する姿勢を育成することができたか。

82.0 84.3 90.2 3.1 3.2 3.1 Ｂ

各教科、授業改善に努めて、「主体性」を意識した授業展開がなされている。数年前の教科用パソコン配布前に比べ、肯定的評価（％）・評価値
ともに高い評価を得た。
肯定的評価（％）において、保護者と生徒の数値に開きがある。引き続き、各教科で課題の精選や授業展開の工夫をし、生徒の主体性を育む取組
を進めたい。

基礎学力の定着 5
教職員は、生徒の学習を支援し、個々の学力の向
上を図ることができたか。

86.5 82.8 83.8 3.2 3.1 3.1 Ｂ
こちらも、肯定的評価（％）・評価値ともに比較的高い評価を得ている。多様化する生徒の学習に対して、それぞれ個別に支援できた結果であ
る。今後も、教務部として生徒の意欲を大切にし、「読解力」・「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力」を育成できるよう、授業改善委
員会(教科主任会等)を通し各教科と連携して取り組みたい。

基本的生活習慣 6 生徒自身が時間管理をできるよう、指導をするこ
とができたか。

63.0 70.6 68.0 2.7 2.9 2.8 Ｂ

一定の指導や声かけは行われているものの、生徒一人一人の主体的な行動として十分に定着しているとは言い難い状況がうかがえる。特に一部の
教職員においては、取組が生徒の変化として実感しにくいとの受け止めが見られ、指導が個々の取組にとどまっている可能性も考えられる。今後
は、学校全体で指導の視点を共有し、計画立てや振り返りを大切にするとともに、教職員自身も時間を意識した行動を心がける。また、多忙な生
徒の実態を踏まえ、生活全体を見直しながら無理のない時間の使い方を身に付けられるよう支援していく。

規範意識 7 教職員は、挨拶をはじめとする南高校生としての
マナーを身につけるよう適切に指導したか。

65.5 97.3 90.3 2.8 3.6 3.1 Ａ

生徒・保護者から非常に高い評価が得られており、生徒が日常生活の中で意識して行動している様子がうかがえる。教職員においても、日頃から
声かけや指導を行っているものの、学校外での行動把握が難しいことなどから、評価を慎重に行った結果と考えられる。今後もこの良好な状況を
大切にしながら、登下校や行事等の機会を通して具体的な場面での確認や助言を行い、教職員間で指導の視点を共有するとともに、家庭や地域と
連携しながら、公共の場で適切に行動できる力の定着を図っていく。

諸活動への積極
的参加

8
教職員は、生徒会活動や部活動をはじめとする
様々な活動への生徒の積極的な参加を促し、生徒
の自主的な取り組みを支援したか。

98.2 89.8 91.5 3.3 3.4 3.3 Ａ
教職員・生徒・保護者のいずれからも高い評価が得られており、生徒が意欲的に活動に取り組んでいる様子がうかがえる。こうした取組は、教職
員の熱意ある関わりと手厚い支援によって支えられている面も大きい。今後はこの良好な状況を大切にしつつ、働き方改革の視点も踏まえ、生
徒・教職員・家庭がそれぞれに余裕を持って関われる環境づくりを進めることで、活動の質の向上やさらなる成果につながることが期待される。

いじめ対応 9
教職員は、さまざまな教育活動を通して人権意識
を高める取り組みができたか。特にいじめ等の防
止・発見、いじめへの組織的な対応をしたか。

81.5 93.5 92.6 3.0 3.4 3.2 Ａ

生徒・保護者を中心に高い評価が得られており、様々な教育活動を通して人権を尊重する意識が着実に育まれている様子がうかがえる。一方で、
勤務時間外や休憩時間中の対応、授業や部活動による時間的負担など、教職員・生徒双方の生活リズムに配慮すべき場面も見られる。今後は働き
方改革の視点も踏まえ、心身に余裕を持って学校生活を送れる環境づくりを進めるとともに、生徒に対してだけでなく、教職員同士や生徒同士に
おいても互いに敬意を持った言動が自然に行われる学校風土の醸成を図っていく。

計画的なキャリ
ア教育

10

教職員が、生徒に自分の将来の職業、資格、働き
方、進路などを、考えたり決めたりできるように
授業、ＨＲ活動、学校行事および進路講演会を
行っているか。

89.3 94.8 92.4 3.3 3.5 3.2 Ｂ

・教職員は１０％が否定的評価をしている。キャリア教育の視点で進路指導の体系化をさらに進め、担任を中心に計画性や見通しをもって進路指
導を進めやすい形を整備する。
・生徒・保護者の多くからは肯定的評価を得ている。Web教材を活用した進学指導や外部講師による進路講演会の充実が実っている。今後もさら
に充実を図りたい。

実効的なキャリ
ア教育

11

教職員が、生徒が自分の進路を研究したり決めた
りするために、進路に関する資料の提供や相談・
面談など、生徒一人ひとりに応じた進路指導を
行っているか。

92.5 94.6 87.3 3.3 3.4 3.1 Ｂ

・教職員・生徒の評価については、面談、ＨＲでの進路学習や映像・Webを使った生徒自身の研究が充実し、良好である。
・保護者の評価は87.3％と、やや低調。教員・生徒間でのやり取りが保護者には伝わりにくい点が原因。保護者面談を通じてその点を伝えるこ
とができるよう、資料を充実させたい。また、進路だよりが保護者に確実に届くようにし、遠方にお住いの保護者にも配慮し、ＨＰなどの活用も
検討したい。

探究的な学び 12

「ＲＡＰ」・「ＤＳ」・「総合的な探究の時間」
等で、生徒が「探究的な学び」を進められるよ
う、校内での指導・支援体制を整え、実施できた
か。

81.8 93.7 91.7 3.2 3.4 3.2 Ａ

全対象で評価が向上しており、探究の指導方針について校内での共通理解が深まりつつある状況といえる。今後はこの良好な傾向を継続させ、生
徒の具体的な「学びやすさ」や「達成感」に繋げるための更なる工夫が必要である。
・年間計画の詳細提示と各プロセスの締切の可視化により、生徒が主体的に見通しを持って活動できる環境を整える。
・「何ができればよいか（ルーブリック）」を生徒に分かりやすく提示し、結果だけでなく探究のプロセスそのものを肯定的に捉えられるよう動
機付けを工夫する。

社会に開かれた
学び

13
大学・地域等と連携し生徒の「探究的な学び」を
発展させる機会を提供できたか。

84.9 91.6 80.7 3.2 3.3 3.0 Ａ

外部連携は、生徒の学習意欲向上と視野拡大に大きな効果を発揮しており、生徒・教職員・保護者から高く評価されている。本校の教育活動にお
ける独自性と優位性を象徴する重要な強みの一つと言える。
・現行の連携先との関係性を整理・集約し、単発の行事に終わらせず、年間を通して継続して学びを深められる支援スキームを再構築する。
・外部連携の連絡調整ルートをマニュアル化・定型化し、特定の担当者に負担が集中しないように部内および学年との業務分担をさらに最適化す
る。

健康指導 14
「保健講話」や「保健だより」をとおして、生徒
の心身の健康増進を図ったか。

98.1 86.6 - 3.4 3.1 - Ａ 今後も内容や時期を検討しながら、効果的な発信を行いたい。

環境美化意識 15
生徒の環境美化意識を育てるため、清掃活動やゴ
ミ処理の指導を行ったか。

65.5 95.4 - 2.8 3.4 - Ｂ

数字によると、職員は「清掃の状況に改善の必要がある」と感じ、生徒は「充分に掃除をしている」という思いになっているため、お互いの思い
のすれ違いを是正する必要性を感じる。担当の職員はまず、場所に出向き、「これぐらいやるのが掃除である」というものを教えないといけない
のか、と思う。また、本校は、エリアは広いが、職員の数は少ないため、一人当たりのエリアが広くなってしまい、あちらこちらを見なければな
らない状況である。学級減に伴い、エリアの精選（必要な場所に必要な職員をあてる）を検討したい。生徒の当番制については、生徒を当番制に
すると監督が生徒の掌握をできるかが不安である。また、場所を、毎日する場所とそうでない場所にした場合、職員間に不公平感が生じる。本気
で考えるなら、学校が変わるときに時程の変更も併せて考える必要があろう。

教育相談・特別
支援

16

(教職員)支援が必要な生徒に対して、連携を密に
して組織的に対応することができたか。(保護者)
教育相談（スクールカウンセラーの利用等）に関
する情報を適切に発信できたか。

98.2 77.9 81.9 3.3 3.0 3.0 Ａ 今後も学校としてできる支援の仕方を模索して、担任と連携を強めていきたい。

図書館活動 17
図書館は、生徒が本に親しみ、自ら考え学ぶ姿勢
が身につくように、読書や探究的学び（ＲＡＰ
等）への支援を行っていたか。

100.0 93.7 - 3.6 3.4 - Ａ
読書感想文を任意提出としたが、提出がほとんどなかった。生徒への読書支援をどのように進めていくかは、大きな課題である。1年生へのRAP
への図書館の関わり方に課題(探究ノートの作成が出来なかった)。HRでの図書館活動を充実させられないかと考えている。図書館常連が減って
いるのも気がかり。1年生の貸し出しが特に少なくなっている。ポートフォリオなどの有効活用することも考えたい。

図書館活動 18

図書館は、生徒が視野を広げ、豊かな感性を育む
ことができるように広報（刊行物・掲示等）や図
書委員会活動やイベント（ビブリオバトル、コン
サート等）の運営を工夫して行っていたか。

100.0 91.6 - 3.6 3.3 - Ａ
昨年と比較して生徒の評価が低かった。例年通りのイベントを開催したが、発信力の強化が必要である。図書館前の廊下を利用して、部活動や授
業の成果物を展示するような取り組みを増やしたい。HPの発信にも取り組みたい。

生徒理解と人権
意識の高揚

19
生徒がお互いの個性を認め、豊かな人権感覚を身
につけることができるよう、指導に努めている
か。

87.2 91.5 90.4 3.1 3.3 3.1 Ｂ
学園祭、球技大会、RAP基礎でのグループ探究等、生徒同士の交流や協働を通して、互いの個性を認め合い、お互いを大切にできる豊かな人権感
覚の涵養に努めてきたが、心ない言動が見られるなど課題も多い。学年部全体での観察と情報共有を大切にして、機を逃さない指導に努めたい。
また、研修を通して、教職員自らが人権意識を高めていく必要がある。

学びに対する粘
り強い姿勢

20
生徒が「学ぶことの意味」を考え、学びに対して
粘り強い姿勢を身につけられるよう、指導に努め
ているか。

88.9 92.7 84.3 3.1 3.3 3.0 Ｂ
生徒からの肯定的評価（92.7％）に対して、保護者からの評価（84.3％）が低く、その差が大きい。家庭学習が不足している生徒が一定数い
る。予習・授業・復習のサイクルの定着を継続して指導する。また、学習に前向きに向かうことが難しい生徒について、教科担当と担任の間で情
報を共有しながら、個に応じた指導をしていく。

基本的生活習慣
の確立

21
生徒が自律的な生活を確立できるよう、指導に努
めているか。

82.2 93.6 87.8 3.0 3.3 3.1 Ｂ
学校という社会において、時間やルールを守ることの意義や、学ぶ集団を生徒自ら作り上げる主体であるという意識の醸成の点で、育ってきてい
るところもあるが、まだまだ不十分な面も見られる。学年部全体（時に教科担当を含める）で情報共有しながら、全体指導や個に応じた指導を丁
寧に行っていきたい。

生徒理解と人権
意識の高揚

22
生徒がお互いの多様性を認め合い、理解し合い、
豊かな人権感覚を身につけることができるよう、
指導に努めているか。

88.4 96.4 94.7 3.1 3.4 3.2 Ｂ

研修旅行、朱雀祭、球技大会、HR活動、RAPでのグループ探究活動や発表会、授業内でのグループ活動やペアワークなど様々な場面で、生徒たち
の積極的かつ協働的に取り組む姿が見られた。互いの意見に耳を傾け、自らの意見を述べやすい雰囲気作りが概ねできている。今後も、学年部全
体での生徒観察・声掛け・情報共有を大切にし、生徒の日々の変化に気づき、機を逃さぬ指導に努めていく。人間関係のトラブルに関しては、引
き続き生徒指導部や保健部との連携を密にとり、迅速かつ継続的な対応に努めていく。

学びに対する粘
り強い姿勢

23
生徒が「学ぶことの意味」と「将来の生き方」を
考え、学びに対して粘り強い姿勢を身につけるこ
とができるよう、指導に努めているか。

93.0 96.0 89.6 3.1 3.4 3.1 Ａ

今年度も家庭学習平日３時間、休日５時間を目標に掲げ、学年部主催で「日々の生活＆学習の記録」を実施している。定期試験２週間前から記録
用紙を配布し、学習計画・実際の学習時間、生活の振り返りをさせることで、計画的な学びへの習慣化を図っている。昨年度と比較すると、２週
間前2.4h→2.6h、１週間前3.8h→4.7hと着実に学習時間も伸びている。学習に困難を感じる生徒への追加指導や、上位者添削も実施。「将来の
生き方」に関しては、HRでの計画的な進路学習や個別面談、「進路だより」発行を通して段階的に情報を提供してきた。今後も個に応じた進路指
導に努めていく。

基本的生活習慣
の確立

24
生徒が自律的な生活を確立できるよう、指導に努
めているか。

97.7 94.2 89.1 3.2 3.4 3.1 Ａ

多遅刻、多欠席の生徒もいるが、個々の状況に応じた面談や声掛けをしてきた。保健部との連携を大切にし、保健室利用者数や保健室での様子な
どの情報共有することで、生徒の正確な現状把握に努めてきた。担任間での情報共有を密に重ね、状況に応じては教科担当者への情報発信なども
適宜実施してきた。今年度から、毎週の学年会で集約した生徒の情報を、副担任や学年付きの教員にもその都度配信している。今後も、情報共有
を大切にし、共通理解の下、学年部全体で生徒指導にあたる。

相互尊重と集団
意識の醸成

25
生徒の多様性の理解を深め、人権意識を高める指
導ができたか。

97.9 94.9 93.1 3.2 3.4 3.2 Ａ
まだ課題はあるものの、おおむね生徒の人権意識は高まり、人間関係のトラブルは減少した。生徒の自己肯定感を大切にしながら、粘り強く指導
していく。

学びに対する粘
り強い姿勢

26
生徒に学び続ける力や進路実現を図る力を養うこ
とができたか。

91.7 98.3 93.9 3.1 3.5 3.3 Ａ
本校に期待されるレベルに達したとは言い難いが、ある程度学び続ける力を養成することはできた。学力層別、進路志望別の指導に課題が残っ
た。

基本的生活習慣
の確立

27
生徒の基本的生活習慣確立や心身の健康のために
保護者と連携できたか。

94.9 92.9 81.1 3.2 3.4 3.1 Ａ 保護者との連携に努めたが、遅刻・欠席を減らすことはできなかった。１年次からの継続的な指導に努める。

≪重点的な取組≫

　＊授業改善

　＊SSH(Ⅱ期指定１年目)を柱とした教育魅力化・
特色化

　＊部活動・生徒会・地域活動等を通した人間力・
社会力の育成

　＊支援を要する生徒への対応、教育相談体制
の充実
　
　＊安心・安全な学校づくり

２学年次 Ａ
・学ぶ姿勢が二年生で着実に定着しているように思われる。保健室登校する生徒は多いのだろうか。
・近年の風紀情報が気になるところである。早めの対策を講じたい。
・学校に慣れ一番充実した時期に「進学進路」についても真剣に考えなければいけない学年。

３学年次 Ａ

・多方面で目にする3年生の活動はいつも誇らしく思う。
・人間関係のトラブルが減少し、生徒の人権意識が向上していることは、最上級生としての成長の証。生徒の自己肯定感を高める指導方針が
功を奏している。
・集大成の時期に向け、多様性を尊重し合う温かな集団の質を維持し、卒業後も社会を支える「和敬共栄」の精神を体現できる人材の育成を
継続してほしい。
・進路志望別の個別指導には一定の成果が見られるものの、遅刻・欠席の抑制や学力層別の細かな課題対応にはさらなる工夫の余地がある。
・保護者との連携を深めつつも、3年間で蓄積された課題を客観的に総括し、次年度以降の1年次からの継続的な指導計画へフィードバックさ
せることを強く望む。

・進路講演会やWeb教材の活用など、外部資源を活かした取組は充実している。
・教職員からは体系化への課題も指摘されている。担任が将来を見通した一貫性のある指導を行えるよう、3年間を見通したキャリア教育の
全体計画を再整理し、教職員間で共有することが望まれる。
・個別面談や進路学習の充実は生徒から支持されているが、その内容や成果が保護者へ十分に伝わりきっていない側面がある。
・進路だよりの確実な配付や保護者面談の活用を通じ、家庭との情報共有を強化することで、生徒の進路実現に向けた「三位一体」の支援体
制を強固にしてほしい。

教育開発 Ａ

・南高をご卒業されて各分野で活躍されている方との連携が広がれば、一層南高らしい連携ができるのではないかと思う。
・指導方針の共通理解が進み、全対象で評価が向上している点は大きな成果である。
・今後は、生徒がより達成感を得られるよう、ルーブリックの活用による評価の可視化や、活動プロセスの明確化を進め、探究の質をさらに
一段階引き上げる工夫を期待する。
・大学や地域と連携した学びは、南高の教育の大きな柱（強み）となっている。
・この貴重な機会を継続・発展させるため、特定の担当者に負担が集中しないよう業務分担の最適化やマニュアル化をさらに進め、持続可能
な組織体制として確立させてほしい。
・指導方針の共通理解が進み、全対象で評価が向上している点は大きな成果である。
・課題を自分で見つける学習への導きがある。探究は、問いを見つけることが難しい。

【本校の教育活動】
　自立した学び・個別最適化した学び・多様な他者と
協働する学び
　　～知の循環で一人ひとりのワクワクとWILL(意志・
未来)を拓く～

保健 Ｂ

・教育相談・特別支援については、毎年、生徒や保護者より教職員の評価が高く、その差も大きい項目。重要な項目なので、少しずつでも着
実に対応されることを望む。
・有効な解決策がないと、清掃について教師と生徒の間での意識の隔たりが続いていくのではないか。保護者に家庭でのしつけ指導を促すこ
とはできないか。保健だよりの内容や特別支援の具第的な取り組みがわからない。
・保健だより等を通じた多面的な情報発信が機能しており、生徒の健康意識向上に寄与している。
・今後も、メンタルヘルスを含めた時期に応じた適切な啓発を継続し、生徒の健やかな学校生活を支えてほしい。
・清掃エリアの精選や指導基準の再確認など、限られた時間と人員で効率的に美化活動を行えるよう、ハード・ソフト両面からの見直しを期
待する。
・支援を要する生徒に対し、スクールカウンセラー等と連携した組織的な対応が徹底されている。
・保護者への情報発信も適切であり、今後も担任との連携を一層強化し、多様なニーズを持つ生徒一人ひとりに寄り添った支援を継続してほ
しい。◇

◇

・全国的にスマホやタブレットでの短い打ち言葉になれる生徒が増えて来ている。それとともに文字のみが記された長めの本を読み､2000字
程度の文章を正しい日本語で書ける生徒も減ってきているのは、南高に限ったことではない。しかしSNSやネット検索に頼るこうした現状が
続くと、大学生や社会人になったときレポートや論文・書類を書くのに苦労する。一年生のうちから本を読む、手書きで文章を書く習慣が身
につくよう指導すべきではないか。概評と評価値の隔たりも気になる。
・自慢の素晴らしい図書館をもっとアピールできれば！と思う。
・数値上の満足度は非常に高いものの、読書感想文の提出状況や1年生の利用低迷など、実態としての「読書習慣の定着」には大きな課題が
残っている。
・探究学習（RAP）との接続をさらに強固にし、eポートフォリオ等も活用しながら、図書館を単なる自習場所ではなく、情報の収集・吟味を
行う「知の拠点」として定着させる取組を期待する。
・ビブリオバトルやコンサート等の多彩な企画は貴校の特色であり、継続を評価する。一方で、生徒の評価が前年度より微減した点に注目
し、自己評価にある通り廊下での展示やWebでの発信強化など、より生徒の視界に飛び込む広報戦略を推進してほしい。
・生徒の成果物が日常的に目に触れる環境作りは、学習意欲の向上にも繋がる。
・読書感想文など、手書きのものが重要。パソコンはＡＩで他人と同じような内容になる。手で書きながら、じっくり考えることが重要。

≪育てたい力≫

　＊読解力･･･情報を正しく読み取り、解釈し、理
解する力

　＊思考力･･･グローカルで幅広な視野と文理融
合で柔軟に考える力

　＊主体性･･･自らの意志で目標を決めて取り組
む力

１学年次 Ｂ

知る学び･･･教科の基礎的な知識・技能の確実な
習得と、それらを自在に応用できる総合的かつ高
い学力を育む

創る学び･･･SSH事業を活用した探究型学習と多
様な教育プログラムにより、｢新たな価値を創造す
る力｣｢学びを発展的に活用する力｣を育む

図書 Ａ

・昨年に比べて教員による評価が下がっているのが気になる。中学生意識からの脱却が求められる一年生への指導が年々難しくなっていると
いうことだろうか。
・１年生を対象にＡＩの活用講座を開いたことは、評価できる。ＡＩを使うのは当たり前で、使った後、どう発展させていくかが大切。

【育てたい生徒像】

◇

◇

◇

豊かな感性を持ち、多様性を尊重する生徒

確かな読解力・思考力を持ち、主体的に学びを深
める生徒

広い視野を持ち、課題や目標を見つけて挑戦す
る生徒

進路指導 Ｂ

Ｂ

・基礎学力の定着に関して保護者の評価が昨年よりやや下がっているのが気になる。パソコンやタブレットを使うだけでなく､手で文字を書
いて覚えるという学習習慣もなくさないようにしてほしい。
・SSHについての効果や意義が不透明になってきているのかもしれない。
・ICTの活用が定着し、授業改善が進んでいる点は評価できる。しかし、教職員の自己評価に対し、生徒・保護者の肯定的評価には依然とし
て乖離が見られる。単なる「形式的なICT利用」に留まらず、生徒が自らの成長を実感できるような「真に主体的な学び」の仕掛け作りを、
教科の枠を超えて追求してほしい。
・個別指導による学力向上支援は一定の成果を上げているが、「読解力」や「思考力」といった根源的な力の育成は、貴校生徒にとって引き
続き重要な課題である。
・授業改善委員会を中心とした教科横断的な取組を強化し、単なる知識習得ではない、これからの時代に必要な高い学力の定着を期待する。

生徒指導 Ａ

・基本的生活習慣と規範意識に関しては、やはり学校だけではなく、学校と家庭が目線を合わせて生徒たちを見守り、指導していくことが必
要だと思う。
・【基本的生活習慣】教職員の肯定的評価が低いが、指導は十分されているのではないか。結果が伴ってないから肯定できないのかもしれな
いが、高校生はいい意味でそんなものだと思う。
【いじめ対応】教職員より生徒・保護者の肯定的評価が高いことはいいことだと思う。教職員の皆さんは、自信を持って、より充実した対応
をお願いしたい。
・生徒に主体的行動を促す試みはうまくいっているように見える。現在の高校生の多忙な生活を考えると時間管理の大切さはわかるが、厳格
に求めすぎると、卒業後反動が来ることもあるので、緩やかに考えてもいいのではないか。
・沢山の苦悩が伝わる、努力されていると感じた。
・時間管理に関する指導は継続されているが、生徒の主体的な行動変容には至っていない現状がある。生徒の多忙な生活実態に寄り添いつ
つ、学校全体で「何のための時間管理か」という目的意識を共有し、無理のない範囲で自律的なリズムを刻めるような支援を望む。
・挨拶をはじめとするマナーにおいて、生徒・保護者から極めて高い評価を得ていることは、貴校の素晴らしい文化である。教職員が学校外
での行動把握に慎重な姿勢を見せている点も誠実だが、今後も地域や家庭と連携し、公共の場での適切な振る舞いが「南高生の誇り」として
定着するよう見守ってほしい。
・諸活動への積極参加で肯定的評価がおよそ9割平均という数字は、生徒の活力と教職員の手厚い支援の賜物である。この活発さを維持しつ
つも、教職員の働き方改革や生徒の心身のゆとりを考慮し、活動の質をさらに高めるような効率的な運営や、家庭との共通理解を一層深めて
いくことを期待する。
・生徒は昔と比べてやるべきことが沢山ある。時間管理について、教える側は、あまりナーバスにならなくてよい。

学校関係者評価
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【目指す学校像】

　主体的・探究的な学びを推進し、地域の進学拠点校
として信頼される学校

総務 Ｂ

・学校業務運営について、教職員の間で業務内容の精選に課題意識があるようだ。マンパワーには限りがあるので、縦割りではなく、横の連
携を活かした組織的運営を目指して、業務のスリム化を進められたい。
・生徒募集を主体的に進めたかの項目について、教員の分からないとの回答が比較的多いことが気になった。また、教員からの回答があるよ
うに、私立高校無償化による影響を考慮した早めの対策の必要性があると感じる。
・探究科学科の学習実績を拝見するに素晴らしいと思うことが多いが、それがどの程度、高校を選ぶ中学生や校外に伝わっているかが分かり
難い。探究科学科卒業後の進路や、大学卒業後の研究先、就職先など一連の道筋が見えてくるとまたポジションがしっかり決まってくるよう
に感じる。
・PTA活動についても、保護者の負担感に配慮した持続可能な形への移行を継続してほしい。
・保護者からは部活動や日常の教育活動の様子をホームページでタイムリーに見たいという強い要望がある。教職員の負担増にならない範囲
で、更新頻度を上げるための運用工夫（生徒による発信など）も検討の価値がある。
・ＰＡＴ活動、情報発信、概ね良い。

◇

◇

◇

◇

生徒に多様な学びや体験の機会を提供し、高い
「学力・社会力・人間力」を育成する学校

授業改善、探究的な学びを推進し、生徒の挑戦と
進路実現を支援する学校

SSH事業、探究科学科、単位制導入などの改革
に、進取の気概をもって取り組む学校

教職員が責任と誇りを持ち、保護者、地域と共に
「チーム南」で魅力化を進める学校

教務

評価値 自己評価肯定的評価(％)
教育目標 重点目標 分掌 学校評価実施項目 № 学校評価質問項目


